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農業情報のデータ交換のインタフェースに関する個別ガイドライン（第２版） 

 

平 成 2 9 年 ３ 月 1 0 日 

新 戦 略 推 進 専 門 調 査 会 

データ活用基盤・課題解決 

分科会取りまとめ 

 

改定履歴 

 

※以下、文中に下線で示した項番は、新規追加又は更新した項目 
 

 

 

  

 更新概要 

1 平成28年3月31日 新規策定 

2 平成29年3月10日 データフォーマットへのメタ情報項目の記述に関する解説（記述例

等）を追加。 

計測結果の環境データとメタ情報を別々に出力できるデータフォー

マット及びAPIを追加。 
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１．ガイドラインの目的等 
 １．１ 背景・目的 

我が国の農業分野においては、大規模経営体を中心に生産管理の効率化等の有力な手

段として情報通信技術（IT: Information Technology）の利活用が進みつつあり、それに

伴って、異なる農業 ITシステム間でデータを共有・比較する等、いわゆる、農業情報の

相互運用性・可搬性の確保に対するニーズが高まっているところである。また、農業情報

の相互運用性・可搬性が確保されれば、農業 ITシステムから得られた情報をビッグデー

タ解析することにより、新サービスや新事業の創出につながることも期待される。 

以上のような状況を踏まえ、農業情報の相互運用性・可搬性の確保を目的として、農業

IT システムの現状把握を行い、優先的に標準化に取り組むべきと考えられる項目として

「農業情報のデータ交換のインタフェース」を抽出した（「農業情報創成・流通促進戦略

に係る標準化ロードマップ」参照）。 

本ガイドラインは、国内の農業 ITシステムとデータ交換を行うためのインタフェース

について、特に環境情報のデータ連携に係るリファレンスモデルを提示することで、デー

タ交換のプロセスの容易化を図るものである。 

 
 １．２ 農業情報とは 

「農業情報創成・流通促進戦略に係る標準化ロードマップ」では、農業 ITシステムで

取り扱う農業情報について、農場の内部で発生するデータ・農場の外部で発生するデータ

という観点と、時系列等の単位で取得されるデータ（トランザクション）・項目ごとに一

意の情報を持ち更新頻度の高くないデータ（マスタ）という観点から、大きく４分類に整

理している。本ガイドラインにおいては、このうち内部トランザクションを対象としてお

り、環境情報、生育状況・収穫結果の情報等の農業生産の過程で継時的に発生するデータ

が対象となる。 
  
 １．３ インタフェースとは 

コンピュータと周辺機器、ソフトウェア間を接続するための規格・仕様のこと。農業情

報のデータ交換において、ハードウェア（センサープラットフォーム 1、農業機械等）間

を接続するコネクターの規格、データ通信の規格、ソフトウェアにおけるデータ交換の

規格等が想定される。本ガイドラインでは、特に、ソフトウェア間のデータ交換におけ

るデータフォーマット・API（Application Programming Interface）を指すこととする。 
 

 １．４ 農業情報のデータ交換のインタフェースの標準化の意義 

現在、環境情報や生育情報、農作業情報等をセンサープラットフォームによって蓄積し

たり、モニタリングを行ったりするシステムが様々な農業 ITベンダーによって開発・販

                                                   
1 センサー機器に通信機器を統合したもの 
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売され、普及が進みつつある。 

しかしながら、センサープラットフォームから取得されたデータは、農業 ITベンダー

ごとによってデータフォーマット・API等が異なることから、センサープラットフォーム

の変更、多種のセンサープラットフォーム導入時のデータ比較等に支障を来しているも

のと考えられる。 

農業情報のデータ交換のインタフェースの標準化を推進することにより、農業情報の

高度な利活用が可能となり、データ比較による生産性の向上、市場の拡大等に寄与してい

くものと考えられる。 

 

 １．５ ガイドラインの対象範囲 

  本ガイドラインでは、農業 IT ベンダーが生産者向けに提供する農業 IT システムで用

いる農業情報のデータ連携に関するインタフェースを対象とする。データ連携は、クラウ

ド上のソフトウェア間において実行することを想定している。 

 

 １．６ ガイドラインの位置付け 

  本ガイドラインにおいては、農業 ITシステムで用いる農業情報のデータフォーマット・

API について、我が国及び EU (European Union) の既存の複合環境制御システム 2・環境

モニタリングシステム 3等の共通性を踏まえた上で、設定している。そのため、本ガイド

ラインにおいて提示するインタフェースは、現場での技術開発の必要に応じて拡張又は

組替え可能とし、必ずしも本ガイドラインにおいて提示する構成に統一する必要はない。 

 

  

                                                   
2 最適な環境を維持し、生産量・品質を向上・安定化させるため、環境をモニタリングし、適切な環境へ

機器を制御するシステム（環境モニタリングシステムを含む場合がある。） 
3 環境の変化を捉え、適切な対策や計画変更が行えるように、圃場やハウス内に設置し、環境の状況をセ

ンシング・モニタリングするシステム。「農業 IT システムで用いる環境情報のデータ項目に関する個別ガ

イドライン」参照。 
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２．農業情報のデータ交換のインタフェースに関する一般原則 

 ２．１ データフォーマット 

データ項目のフォーマットについては、現在複数の国際標準・国内標準・デファクト標

準が存在する。 

本ガイドラインにおいては、機械判読が容易なデータフォーマットで出力することが

できれば、目的に合わせたフォーマットの変換が可能であることを踏まえ、機械判読が容

易なデータフォーマットで出力をすることを推奨する。特にデータ連携に必要なメタ情

報については、データの項目名が明示され、表記ゆれを起こさないようにすることも重要

であるため、xml形式を推奨する。 

また、計測結果については、メタ情報と連続的に計測された値（以下、「トランザクシ

ョンデータ」という。）を同時に記録する必要がある。トランザクションデータは連続測

定項目であり、基本的には、ある時間・位置における値のことである。そのため、連続的

に取得・蓄積するトランザクションデータについては、値に加えて時間情報及び位置情報

を併せて取得することに配慮し、その他の情報についてはデータ量を最小限にして通信

を行うことが望まれる。ただし、単位、計測条件等のデータの利用に当たって必要な情報

については、データ連携時にメタ情報として利用できることに配慮する必要がある。メタ

情報を含めてデータ連携を行う際は、前述のように、トランザクションデータも含めて

xml 形式を推奨する。ただし、トランザクションデータのみにおいて、現在の生産現場に

て利用が多い CSV 形式の文書を生産者向けに、xml 形式に加えて出力することを妨げな

い。なお、メタ情報及びトランザクションデータのデータ連携において、xml形式ではデ

ータの容量が増大するため、企業間で統一的にメタ情報の項目名とフォーマットが定め

られるのであれば、メタ情報及びトランザクションデータにおいて json形式での連携を

妨げない。 

 

 ２．２ API (Application Programming Interface) 

API とは、あるソフトウェアの機能、管理するデータ等を、他のソフトウェアから呼び

出して利用するための手続きのことである。APIには様々な種類があり、ITシステムを構

築する際に必要不可欠なものであるが、ここでは、異なる農業 ITシステム間のデータ連

携を想定している。 

農業 IT システム間のデータ連携において、必ずしもオープンな APIや決まった手続き

等が必要な訳ではないが、WEB サービスを介した複数の農業 IT システムとの連携を想定

した場合には、事前に手続きが決められた APIを開発しておく方が望ましい。 
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３ 環境情報交換のためのインタフェース 
 ３．１ 環境情報とは 

環境情報とは、農業生産における、大気、土壌、水等の植物体の周辺の状況を表すため

に、センサー機器等で数値として取得され、計算された物理量又は指標のことをいう。例

えば、温度、湿度、光の強さ、二酸化炭素濃度等の値のことである 4。 
 
 ３．２ 環境情報のデータフォーマット 

 ３．２．１ 推奨形式 

環境情報のデータ項目の信頼性に係るメタ情報の項目については、情報の階層性及び

一意性を持たせるために、「農業 IT システムで用いる環境情報のデータ項目に関する個

別ガイドライン」（以下「環境情報のデータ項目ガイドライン」という。）で示すメタ情報

の項目を参考にした、xml 形式によるデータとすることを推奨する。 

特にデータ項目のうち、結果を示すトランザクションデータについては、値に加えて時

間情報及び位置情報を併せて取得することに配慮し、環境情報のデータ項目ガイドライ

ンで設定された項目名及び単位を用いて記述した xml形式を推奨する。 

 

３．２．２ 推奨データフォーマット 

OGC（Open Geospatial Consortium）5では、地理情報のデータ交換規格を中心に様々な

データの相互運用性・可搬性を確保する標準規格の策定が進められている。その中で、環

境情報の交換のための規格として SWE（Sensor Web Enablement）が提唱され、フレーム

ワークが構築されている。これは、開発者に対し、様々な種類のセンサー機器、データ変

換システム、計測データ等を WEB 上で利用できるようにするものである。 

SWE のフレームワークでは、表１に示す標準規格が開発されている。 

 

表 １ SWE フレームワークにおける標準規格 

分類 標準規格 概要 

データ

連携サ

ービス

のイン

タフェ

ース 

Sensor Observation Service 

 (SOS) 

観測情報を得るためのWEBサービスのオープンイ

ンタフェース。メタ情報のデータフォーマット、

データの交換のためのAPIが決められている。 

Sensor Planning Service 

 (SPS) 

クライアントがデータ収集の要否を決定し、

収集のリクエストを行うことができる WEBサ

ービスのオープンインタフェース。 

                                                   
4 「農業 ITシステムで用いる環境情報のデータ項目に関する個別ガイドライン」参照。 

 
5 地理空間情報のオープンな標準規格を策定している国際的な NPO（Non-Profit Organization）。政府、

民間企業、NGO（Non-Governmental Organizations）、学術研究機関によって構成されており、標準規格は

メンバーの協議プロセスを通して策定される。標準規格は誰でも自由に利用することができる。 
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分類 標準規格 概要 

データ

フォー

マット 

Observations & Measurements 

 (O&M) 

観測・計測に関するモデル及び xml記述。 

PUCK Protocol Standard センサー機器ドライバコード、デバイス情報

等に関するプロトコルの定義。 

Sensor Model Language 

 (SensorML) 

センサープラットフォーム内の処理及び観

測処理の方法を記述する標準モデルと xmlス

キーマ。 

Sensor Web Enablement (SWE) 

Common Data Model 

OGC：SWEフレームワーク内のノード間におけ

るセンサー機器関連データ交換のためのデ

ータモデルの定義。 

Sensor Web Enablement (SWE) 

Service Model 

OGC：SWEフレームワーク外のデータモデルの

定義。 

 

表 1の中で、Sensor Observation Service（以下、「SOS」という。）は、センサープラ

ットフォーム等による観測データに関し、センサー機器の仕様及び計測条件のメタデー

タ及び計測結果を配信するデータ連携サービスである。本ガイドラインで想定するデー

タ連携サービスの機能を包含していることから、SOSのデータフォーマットをリファレン

スモデルとして採用する。環境情報のデータ項目ガイドラインでは、データ連携に必要な

情報として、３つのメタ情報 6を定めている。それぞれに対応するデータフォーマットに

ついて SOSにおける規格を基に、以下のとおり提示する。 

 

（１）データ連携サービス利用条件のメタ情報のデータフォーマット 

SOS では、データ連携サービス利用条件や計測システムの情報について、「Capabilities

フォーマット」で記述される。Capabilities フォーマットの記述においては、OGC Web 

Service Common、OGC Filter Encoding、OGC Sensor Web Enablement Service Model等、

他の OGCの標準規格等も用いて記述される。 

データ連携サービス利用条件のメタ情報の項目については、環境情報のデータ項目ガ

イドラインの「３．３．１ データ連携サービス利用条件」に記載のとおりである。表２

にフォーマットへの記述例を示す。また、本ガイドラインでは、Capabilities フォーマ

ットの xmlファイル「Capabilities.xml」（別紙１）を提供する。 

 

                                                   
6 「データ連携サービス利用条件のメタ情報」、「センサー機器の仕様及び計測条件のメタ情報」、「計測結

果のメタ情報」を指す。 
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表 ２ Capabilities.xml のタグ及び記述例 
項目 タグ 意味 記述例 

データ

連携サ

ービス

情報：

Servic

eIdent

ificat

ion 

タイトル Title データ連携サ

ービスのタイ

トル 

X 社環境データ連携サービス 

概要 Abstract データ連携サ

ービスの概要 

環境データを SOSで提供 

データ連携サービ

ス型式 

ServiceType データ連携サ

ービスの仕様 

OGC:SOS 

データ連携サービ

ス型式のバージョ

ン 

ServiceTypeV

ersion 

データ連携サ

ービスのバー

ジョン 

2.0.0 

利用料金 Fees データ連携サ

ービスを利用

するための料

金 

NONE 

アクセス制限 AccessConstr

ains 

アクセスの制

限事項 

YES 

データ

連携サ

ービス

提供

者：

Servic

eProvi

der 

データ連携サービ

ス提供者名 

ProviderName センサープラ

ットフォーム

を設置・計測

データを取得

している会社

や機関の情報 

Provider A 

データ連携サービ

ス提供者サイト 

ProviderSite データ連携サ

ービス提供者

の HP（URL） 

https://www.example.com 

データ連携サービ

スコンタクト（電

話） 

ServiceConta

ct/ContactIn

fo/Phone 

データ連携サ

ービス提供者

の電話番号 

03-XXXX-XXXX 

データ連携サービ

スコンタクト（住

所） 

ServiceConta

ct/ContactIn

fo/Address 

データ連携サ

ービス提供者

の住所 

東京都 XX区 XX 町 XX-XX 

データ連携サービス接続仕

様：OperationsMetadata 

Operation 

[name]/DCP/H

データ連携サ

ービスが提供

GetCapabilities 

DescribeSensor 

GetObservation 
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項目 タグ 意味 記述例 

TTP/Post[xli

nk:herf] 

する API を定

めるもの 

GetResultTemplate 

GetResult 

利用可

能な検

索条

件：

filter

Capabi

lities

/Filte

r_Capa

biliti

es 

 

制限事項 Conformance/C

onstraint[nam

e=ImplementsS

patialFilter] 

地点検索のフ

ィルタに対応

するか 

True / false 

Conformance/

Constraint[n

ame=Implemen

tsTemporalFi

lter] 

時刻検索のフ

ィルタに対応

するか 

True / false 

空間検索機能 Spatial_Capa

bilities/Geo

metryOperand

s[name] 

どの平面空間

検索が可能か 

Spatial_Capabilities 

/GeometryOperands[gml:Envel

ope] 

/GeometryOperands[gml:Polyg

on] 

Spatial_Capa

bilities/ 

SpatialOpera

nds[name]  

 

どの空間検索

が可能か 

/SpatialOperands[BBOX] 

時間検索機能 Temporal_Cap

abilities/Te

mporalOperan

ds[name] 

 

どの時間検索

が可能か 

Temporal_Capabilities 

/TemporalOperands[gml:TimeP

eriod] 

/TemporalOperands[gml:TimeI

nstant] 

Temporal_Cap

abilities/Te

mporalOperat

or[name] 

どのように時

間を扱うか 

Temporal_Capabilities 

/TemporalOperator[During] 
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項目 タグ 意味 記述例 

データ

連携サ

ービス

内容：

conten

ts/Con

tents 

センサー機器の仕

様・計測位置を示

すメタ情報のフォ

ーマット 

procedureDes

criptionForm

at 

センサー機器

の仕様や計測

位置を示すメ

タ情報のフォ

ーマット 

http://www.opengis.net/sens

orML/1.0.1 

計測シス

テム：

offering

/Observa

tionOffe

ring※複

数記述可

能 

データ

連携サ

ービス

ID 

identifier 情報を一つに

束ねて提供す

るサービスの

ID 

https://www.example.comso
s20/offerings/sample_offeri
ng_01 

データ

連携サ

ービス

の説明 

description どんな情報や

範囲で提供す

るか説明する 

複数の機器から 

データ

連携サ

ービス

の名称 

name 上記データ連

携サービスの

名称 

日平均気温情報提供サービス 

センサ

ープラ

ットフ

ォーム

名 

procedure センサープラ

ットフォーム

の URI 

https://www.example.com/pro

cedure/sa001 

項目名 observablePr

operty 

取得する環境

情報の項目名

※複数記述可 

https://www.example.com/sos

20/definition/#daily_averag

e_air_temperature 

地理座

標 

observedArea 設置されてい

る地理座標（緯

度経度） 

<gml:Envelope 

srsName="http://www.opengis

.net/def/crs/EPSG/0/4326"> 

<gml:lowerCorner>35.677219 

139.747847</gml:lowerCorner

> 

<gml:upperCorner>35.677219 

139.747847</gml:upperCorner

> 
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項目 タグ 意味 記述例 

</gml:Envelope> 

計測期

間 

phenomenonTi

me 

設置して計測

した開始日時

～終了日時 

<gml:TimePeriod 

gml:id="phenomenonTime0"> 

<gml:beginPosition>2015-01-

01T10:15:00+09:00</gml:begi

nPosition> 

<gml:endPosition>2016-09-

01T10:20:00+09:00</gml:endP

osition> 

</gml:TimePeriod> 

 

計測結果を示すデ

ータフォーマット 

responseForm

at 

結果を返すフ

ォーマット 

http://www.opengis.net/om/2

.0 

計測結果を示すデ

ータの種別 

observationT

ype 

結果を返すフ

ォーマットの

データの種別 

http://www.opengis.net/def/

observationType/OGC-

OM/2.0/OM_ComplexObservatio

n 

※タグ列は、xmlのタグまたはアトリビュート等を示す。 

 

（２）センサー機器の仕様及び計測条件のメタ情報のデータフォーマット 

SOS では、センサー機器の仕様及び計測条件のメタ情報について、SWEフレームワーク

におけるデータフォーマットの標準規格である「Sensor Model Language（以下、「SensorML」

という。）」を用いて記述される。SensorML の記述においては、上記 SWE フレームワーク

におけるデータフォーマットの標準規格である Sensor Web Enablement Common Data 

Model等、他の OGCの標準規格等も用いて記述される。 

センサー機器の仕様及び計測条件のメタ情報の項目については、環境情報のデータ項

目ガイドラインの「３．３．２ センサー機器の仕様及び計測条件」に記載のとおりであ

る。表３にフォーマットへの記述例を示す。また、本ガイドラインでは、SensorMLの xml

ファイル「SensorML.xml」（別紙２）を提供する。 
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表 ３ SensorML.xml のタグ及び記述例 
項目 タグ 意味 記述例 

個体情

報：

identif

ication 

/identi

fierLis

t 

/identi

fier 

name 

シリアル No serialNumber センサープラッ

トフォームの固

有のシリアル番

号 

0123456789abcdef 

場所名 locationName 場所の名前 XX 農場 A 圃場 

センサープラット

フォーム名 

platformName 製品名 Agro-Sensor A 

センサープラット

フォーム説明 

platformDescript

ion 

製品の説明書き 温度を計測するセン

サープラットフォー

ム 

連絡

先：

contact

/Contac

tList 

組織名 member/Responsib

leParty/organiza

tionName 

組織の名称 XX inc. 

アドレス member/Responsib

leParty/contactI

nfo/address 

住所・メールア

ドレス等 

deliveryPoint：

Kasumigaseki 

city：Chiyodaku 

administrativeArea

：Tokyo 

postalCode：000-

0000 

country：JP 

electronicMailAddre

ss：

info@example.com 

説明：

documen

tation/

Documen

tList 

説明書 member 

name="platformDo

cuments"/Documen

t 

マニュアル等 description：the 

description of 

documents. 

date：2015-10-

11T16:22:25.00+09:0

0 

onlineResource 

xlink:href="https:/

/www.example.com/so
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項目 タグ 意味 記述例 

s20/documents/docum

ent1.docx" 

履歴：

history 

変更履歴 EventList/member

/Event 

変更した履歴 date：2010-01-12 

description：

Deployment start 

event 

位置：

positio

ns 

計測場所 PositionList/pos

ition/Position/l

ocation 

設置する位置情

報（緯度経度標

高） 

position 

name="StationPositi

on" 

latitude:35.677219 

longitude:139.74784

7 

altitude:24.3900 

センサ

ー機器

の仕様

及び計

測条

件：

compone

nts/Com

ponentL

ist 

個体情

報：

identif

ier 

name 

コンポ

ーネン

ト名 

shortName 

longName 

製品名 Sensor A 

モデル

No 

modelNumber 固有番号 000100X 

メーカ

ー名 

manufacturer 製造者名 Sensor A System co. 

分類：

classif

ication

/classi

fier 

用途 intendedApplicat

ion 

農業用等 Agriculture 

センサ

ー機器

の種別 

sensorType 温度計等 Thermometer 

性能／

計測条

件：

capabil

ities 

 

計測期

間 

observationTimeR

ange 

計測開始から終

了時間 

2015-01-

01T10:15:00+09:00 

2016-09-

01T10:20:00+09:00 

計測誤

差 

observationAccur

acyOfMeasuredVal

ue 

±0.1℃等  -0.1 +0.1 

uom: Cel 

分解能 observationResol

utionOfMeasuredV

alue 

0.05℃等  0.05 

uom: Cel 
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項目 タグ 意味 記述例 

計測範

囲 

observationRange

OfMeasuredValue 

0℃～100℃等  -30 120 

uom: Cel 

集計幅 observationTimeW

indow 

時、日、月等  hourly 

集計方

法 

observationAggre

gation 

maximumや

average等 

 average 

計測間

隔 

observationInter

val 

10 分間隔、日間

隔等 

 60 min 

計測間

隔の精

確性 

observationInter

valStrict 

間隔が精確であ

るか 

 true / false 

計測タ

イミン

グの精

確性 

observationTimin

gStrict 

00時 00分 00秒

から正確に始ま

るか 

 true / false 

計測対

象 

observationTarge

t 

air,soil 等 air 

計測項

目 

observationPrope

rty 

temperature 等 temperature 

計測条

件 

observationCondi

tion 

  

履歴：

history 

変更履

歴 

EventList/member

/Event 

変更した履歴 date：2016-01-

10T10:20:00+9:00 

description:センサ

ー機器の校正 

出力：

outputs

outputL

ist 

項目名 output[name]/Obs

ervableProperty 

取得する環境情

報の項目名

（URI） 

https://www.example

.com/sos20/definiti

on/#daily_average_a

ir_temperature 

位置：

positio

ns 

計測場

所 

PositionList/pos

ition/Position/l

ocation 

計測する位置情

報（緯度、経

度、標高、植物

体からの距離、

地表からの高

latitude:35.677219 

deg 

longitude:139.74784

7 deg 

altitude:24.390000 

m 
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項目 タグ 意味 記述例 

さ、地表からの

深さ） 

height:2 m 

depth: 

distance:0.5 m 

※タグ列は、xmlのタグまたはアトリビュート等を示す。 

 

（３）計測結果のメタ情報及び計測結果の値のデータフォーマット 

SOS では、計測結果について、SWEフレームワークにおけるデータフォーマットの標準

規格である「Observations & Measurements（以下、「O&M」という。）」を用いて記述され

る。O&Mの記述においては、上記 SWEフレームワークにおけるデータフォーマットの標準

規格である Sensor Web Enablement Common Data Model等、他の OGCの標準規格等も用

いて記述される。また、SOS では、計測結果のメタ情報と値を分離して記述することも可

能としている。メタ情報のデータフォーマットは「GetResultTemplateResponse」フォー

マットで記述され、Sensor Web Enablement Common Data Modelも用いて記述される。値

のデータフォーマットは「GetResultResponse」フォーマットで記述される。 

計測結果のメタ情報の項目については、環境情報のデータ項目ガイドラインの「３．３．

３ 計測結果」に記載のとおりである。表４にフォーマットへの記述例を示す。また、本

ガイドラインでは、O&Mのxmlファイル「Observations_and_Measurements.xml」（別紙３）、

GetResultTemplateResponseの xmlファイル「GetResultTemplateResponse.xml」（別紙４）

及び GetResultResponse の xml ファイル「GetResultResponse.xml」（別紙５）を提供す

る。 

 

表 ４ Observations_and_Measurements.xml のタグ及び記述例 
項目 タグ 意味 記述例 

計測結果を示すデータの種別 type ３．２．１ 計測結

果を示すデータの種

別から継承する。 

http://www.opengi

s.net/def/observa

tionType/OGC-

OM/2.0/OM_Complex

Observation 

現象の計測

時間：

phenomenon

Time/gml:T

imePeriod 

[gml:id] 

開始時間 gml:beginPosi

tion 

計測開始時間 2016-01-

01T00:00:00+09:00 

終了時間 gml:endPositi

on 

計測終了時間 2016-01-

02T00:00:00+09:00 
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項目 タグ 意味 記述例 

結果を出力した時間 resultTime 結果を返す時間 #2016010101000009

00r0001 

センサープラットフォーム名 procedure センサープラットフ

ォームの名前（URI） 

https://www.examp

le.com/sos20/proc

edure/sample_01 

計測項目 observedPrope

rty 

取得する環境情報の

項目名（URI） 

https://www.examp

le.com/sos20/obse

rvableProperty/da

ily_average_air_t

emperature 

位置 featureOfInte

rest 

サンプリングポイン

ト（URI） 

・・・/圃場名/作物

名/部位/識別コード 

で記述する。 

https://www.examp

le.com/sos20/feat

ures/fealdA/tomat

o/growingpoint/01 

結果の表

示：result 

項目数 elementCount 項目の個数 2 

項目

名：

eleme

ntTyp

e 

定義 definition 取得する環境情報の

項目名（URI） 

http://www.opengi

s.net/def/propert

y/OGC/0/Phenomeno

nTime 

項目

名 

label 取得する環境項目の

名称 

phenomenonTime 

単位 uom 値の単位 http://www.opengi

s.net/def/uom/ISO

-8601/0/Gregorian 

項目

名：

eleme

ntTyp

e 

定義 definition 取得する環境情報の

項目名（URI） 

https://www.examp

le.com/sos20/defi

nition/#daily_ave

rage_air_temperat

ure 

項目

名 

label 取得する環境項目の

名称 

daily_average_air

_temperature 

単位 uom 値の単位 Cel 
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項目 タグ 意味 記述例 

エン

コー

ディ

ン

グ：

encod

ing 

小数

点の

コー

ド 

decimalSepara

tor 

小数点の表記は「.」

（ドット）を推奨す

る。 

. 

値の

セパ

レー

タ 

tokenSeparato

r 

値と値の間を分ける

識別記号。csv形式

の「,」（カンマ）を

推奨する。 

, 

改行

コー

ド 

blockSeparato

r 

行と行の間を分ける

識別記号。改行コー

ドとするか、または

@@等の特定の記号を

用いることを推奨す

る。 

\n 

結果 values エンコーディングの

表記に従って、結果

を記述 

2016-01-

01T00:00:00+09:00

,7.5 

2016-01-

02T00:00:00+09:00

,7.3 

※タグ列は、xmlのタグまたはアトリビュート等を示す。 

 
表 ５ GetResultTemplateResponse.xml のタグ及び記述例 

項目 タグ 意味 記述例 

結果の

表示：

result

Struct

ure 

時刻：

Time 

 

定義 definition 取得する環境情報の

項目名（URI） 

http://www.opengi

s.net/def/propert

y/OGC/0/Phenomeno

nTime 

項目名 label 取得する環境項目の

名称 

phenomenonTime 

単位 uom 値の単位 http://www.opengi

s.net/def/uom/ISO

-8601/0/Gregorian 

項目名：

field 

定義 defin 

ition 

取得する環境情報の

項目名（URI） 

https://www.examp

le.com/sos20/defi



17 
 

項目 タグ 意味 記述例 

nition/#daily_ave

rage_air_temperat

ure 

項目名 label 取得する環境項目の

名称 

daily_average_air

_temperature 

単位 uom 値の単位 Cel 

エンコー

ディン

グ：

resultEnc

oding 

小数点の

コード 

decimalSep

arator 

小数点の表記は「.」

（ドット）を推奨す

る。 

. 

値のセパ

レータ 

tokenSepar

ator 

値と値の間を分ける

識別記号。csv形式

の「,」（カンマ）を

推奨する。 

, 

改行コー

ド 

blockSepar

ator 

行と行の間を分ける

識別記号。改行コー

ドとするか、または

@@等の特定の記号を

用いることを推奨す

る。 

\n 

※タグ列は、xmlのタグまたはアトリビュート等を示す。 

 

表 ６ GetResultResponse.xml のタグ及び記述例 
項目 タグ 意味 記述例 

結果 resultValues エンコーディングの表記

に従って、結果を記述 

2016-01-01T00:00:00+09:00,7.5 

2016-01-02T00:00:00+09:00,7.3 

※タグ列は、xmlのタグまたはアトリビュート等を示す。 

 

３．３ 環境情報交換のための API  

３．３．１ 推奨機能 

２．２ API (Application Programming Interface)で定められているように、データ連

携サービスは WEB サービスを介した複数の農業 IT システムとの連携を想定している仕組

みであるため、事前に手続きが決められた API を開発しておく方が望ましい。このとき、

経営体毎に参照できるデータを限定できるようにするため、認証機能があることが望まし

い。 
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 ３．３．２ 推奨 API 

 （１）データ連携サービス利用条件のメタ情報取得のための API 

SOS の APIである GetCapabilitiesを利用する。データ連携サービス利用条件のメタ情

報の項目については、環境情報のデータ項目ガイドラインの「３．３．１ データ連携サ

ービス利用条件」に記載のとおりである。 

API である GetCapabilities に対し、入力として GetCapabilitiesフォーマットで作成

された xmlファイルを送信すると、出力として Capabilities フォーマットで作成された

xml ファイルが得られる。 

メタ情報を取得する APIのイメージを図１に示す。 

  
図 １ データ連携サービス利用条件のメタ情報を取得する APIのイメージ 

 

入力データフォーマットとして、GetCapabilitiesフォーマットの xmlファイルである

「GetCapabilities.xml」（別紙６）を提供する。 

 

表 ７ GetCapabilities.xml の記述内容 
項目 記述 意味 

データ連携サービス

接続仕様 

OperationsMetadata データ連携サービスの接続仕様をリク

エストする 

データ連携サービス

情報 

ServiceIdentification データ連携サービス情報をリクエスト

する 

データ連携サービス

提供者 

ServiceProvider データ連携サービス提供者をリクエス

トする 

利用可能な検索条件 Filter_Capabilities 利用可能な検索条件をリクエストする 

データ連携
サービスの
利用条件

フォーマット
API

GetCapabilities
Capabilities

・計測対象範囲
observedArea

・計測開始-終了時間
phenomenonTime

・計測項目
observableProperty

・計測システム：offering
・計測機器：procedure

データ連携サービス
クラウド

DB
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項目 記述 意味 

データ連携サービス

内容 

Contents データ連携サービス内容をリクエスト

する 

 

出力データフォーマットは、「３．２．２ 推奨データフォーマット」における「（１）

データ連携サービス利用条件のメタ情報データフォーマット」である「Capabilities.xml」

を用いる。 

 

 （２）センサー機器の仕様及び計測条件のメタ情報を取得するための API 

SOS の API である DescribeSensor を利用する。センサー機器の仕様及び計測条件のメ

タ情報の項目については、環境情報のデータ項目ガイドラインの「３．３．２ センサー

機器の仕様及び計測条件」に記載のとおりである。 

API である DescribeSensor に対し、入力として DescribeSensor フォーマットで作成さ

れた xmlファイルを送信すると、出力として Sensor Model Language フォーマットで作

成された xml ファイルが得られる。 

センサー機器の仕様及び計測条件のメタ情報を取得する APIのイメージを図２に示す。 

  
図 ２ センサー機器の仕様及び計測条件のメタ情報を取得する API のイメージ 

 

入力データフォーマットとして、DescribeSensor フォーマットの xml ファイルである

「DescribeSensor.xml」（別紙７）を提供する。 

 

DescribeSensor フォーマット
API

SensorML

計測機器：procedure

検索
・センサープラットフォーム

センサー機器
の仕様及び
計測条件

センサープラットフォーム名
・企業名・連絡先・マニュアル等

センサー機器の仕様
capabilities

センサープラットフォームの設置位置
positions

計測機器

データ連携サービス
メタ
情報
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表 ８ DescribeSensor.xml の記述内容 
項目 タグ 意味 記述例 

センサープ

ラットフォ

ーム名 

procedure センサープラットフォ

ームの URI 

https://www.example.com/sos2

0/procedure/sample_01 

出力データ

フォーマッ

ト 

procedureDescr

iptionFormat 

出力するデータフォー

マットの定義 

http://www.opengis.net/senso

rml/1.0.1 

 

出力データフォーマットは、「３．２．２ 推奨データフォーマット」における「（２）

センサー機器の仕様及び計測条件のメタ情報データフォーマット」である「SensorML.xml」

を用いる。 

 

 

 （３）計測結果のメタ情報及びトランザクションデータを取得するための API 

SOSの APIである GetObservationを利用する。計測結果のメタ情報の項目については、

環境情報のデータ項目ガイドラインの「３．３．３ 計測結果」に記載のとおりである。 

API である GetObservation に対し、入力として GetObservation フォーマットで作成さ

れた xml ファイルを送信すると、出力として O&M フォーマットで作成された xml ファイ

ルが得られる。 

計測結果のメタ情報及びトランザクションデータを取得する API のイメージを図３に

示す。 

  
図 ３ 計測結果を取得する API のイメージ 

 

GetObservation フォーマット
API

Observations and
Measurements

計測項目
observabedProperty

場所
featureOfInterest
計測開始・終了時間
phenomenonTime

検索キー
・センサープラットフォーム
・環境情報のデータ項目
・場所
・計測開始-終了時間

計測結果

・項目名＝計測項目
・単位
・値

メタ
情報

データ連携サービス

クラウド
DB
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入力データフォーマットとして、GetObservation フォーマットの xml ファイルである

「GetObservation.xml」（別紙８）を提供する。 

 

表 ９ GetObservation.xml の記述内容 
項目 タグ 意味 記述例 

計測システムの提供サー

ビス ID 

offering capabilitiesフォ

ーマットの

offering:identifi

er を指定 

https://www.example.c

om/sos20/offerings/sa

mple_offering_01 

センサープラットフォー

ム名 

procedure センサープラット

フォームの URI 

https://www.example.c

om/sos20/procedure/sa

mple_01 

計測項目 observablePro

perty 

取得する環境情報

の項目名（URI） 

https://www.example.com

/sos20/definition/#dail

y_average_air_temperatu

re 

検索条件：

時間：

temporalFil

ter 

開始時刻 beginPosition 取得したい開始時

点 

2016-01-

01T00:00:00+09:00 

終了時刻 endPosition 取得したい終了時

点 

2016-01-

02T00:00:00+09:00 

検索条件：

矩形：BBOX 

下側点 lowerCorner 四角く切り出す座

標の左下側の点 

35.677219 139.747847 

上側点 upperCorner 四角く切り出す座

標の右上側の点 

35.677219 139.747847 

検索条件： 

多角形：Polygon 

LinearRing 多角形で切り出す

座標の集合 

35.675509 139.751431 

35.674245 139.749701 

35.675892 139.744852 

35.680284 139.743715 

35.676728 139.752201 

※検索条件は全て必須ではなく、データ連携サービスの仕様により選択する。 

 

出力データフォーマットは、「３．２．２ 推奨データフォーマット」における「（３）

計測結果のデータフォーマット」である「Observations_and_Measurements.xml」を用い

る。 

 

また、メタ情報とトランザクションデータを分割して出力する場合には、SOSの APIで
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ある GetResultTemplate及び GetResultを利用する。 

メタ情報取得の APIである GetResultTemplate に対し、入力として GetResultTemplate

フ ォ ー マ ッ ト で 作 成 さ れ た xml フ ァ イ ル を 送 信 す る と 、 出 力 と し て

GetResultTemplateResponse フォーマットで作成された xmlファイルが得られる。 

 
図 ４ 計測結果のメタ情報のみを取得する API のイメージ 

 

入力データフォーマットとして、GetResultTemplate フォーマットの xmlファイルであ

る「GetResultTemplate.xml」（別紙９）を提供する。 

 

表 １０ GetResultTemplate.xml の記述内容 
項目 タグ 意味 記述例 

計測システムの提供サー

ビス ID 

offering capabilitiesフォ

ーマットの

offering:identifi

er を指定 

https://www.example.c

om/sos20/offerings/sa

mple_offering_01 

計測項目 observablePro

perty 

取得する環境情報

の項目名（URI） 

https://www.example.c

om/sos20/definition/#

daily_average_air_tem

perature 

 

出力データフォーマットは、「３．２．２ 推奨データフォーマット」における「（３）

計測結果のデータフォーマット」である「GetResultTemplateResponse.xml」を用いる。 

 

トランザクションデータ取得の APIである GetResultに対し、入力として GetResultフ

GetResultTemplate フォーマット
API

GetResultTemplate
_Response

計測項目
observabedProperty

計測開始・終了時間
phenomenonTime

検索キー
・センサープラットフォームID
・環境情報のデータ項目

・項目名＝計測項目
・単位

メタ
情報

データ連携サービス

クラウド
DB

計測結果の
メタ情報
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ォーマットで作成された xml ファイルを送信すると、出力として GetResultResponse フ

ォーマットで作成された xmlファイルが得られる。 

 

 

図 ５ 計測結果のトランザクションデータのみを取得する API のイメージ 

 

入力データフォーマットのサンプルとして、GetResultフォーマットの xmlファイルで

ある「GetResult.xml」（別紙１０）を提供する。 

 

表 １１ GetResult.xml の記述内容 
項目 タグ 意味 記述例 

計測システムの提供サー

ビス ID 

offering capabilitiesフォ

ーマットの

offering:identifi

er を指定 

https://www.example.c

om/sos20/offerings/sa

mple_offering_01 

センサープラットフォー

ム名 

procedure センサープラット

フォームの URI 

https://www.example.c

om/sos20/procedure/sa

mple_01 

計測項目 observablePro

perty 

取得する環境情報

の項目名（URI） 

https://www.example.c

om/sos20/daily_averag

e_air_temperature 

検索条件：

時間：

開始時刻 beginPosition 取得したい開始時

点 

2016-01-

01T00:00:00+09:00 

GetResult フォーマット
API

GetResult
_Response

値
resultValue

検索キー
・センサープラットフォームID
・環境情報のデータ項目
・計測開始-終了時間

計測結果

・値

メタ
情報

データ連携サービス

クラウド
DB
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項目 タグ 意味 記述例 

temporalFil

ter 

終了時刻 endPosition 取得したい終了時

点 

2016-01-

31T00:00:00+09:00 

 

出力データフォーマットは、「３．２．２ 推奨データフォーマット」における「（３）

計測結果のデータフォーマット」である「GetResultResponse.xml」を用いる。 

 

 ４ 留意事項 
本ガイドラインは、今後の技術革新等を踏まえ、適宜更新を行う。 
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